
 
 

●委員会とは何ぞや？  
 先日、市民の方から「議会の委員会って何してるの？」と質問をいただきました。確かに、分かりにくいし報
告もあまり行われていません。そこで今回は「委員会」について、改めて書かせていただきます。 
 委員会は、簡単に言えば「市政の課題について専門的に審査するチーム」。市議会で扱う課題は数が多く
分野も広いので、いくつかのチームを作り、専門的に議論や審査をするのです。 
 伊丹市議会には下記の委員会があり、全議員がどれかの委員会に所属しています。 
 
●常任委員会とは？ 
・総務政策常任委員会：総合政策部・総務部・財政基盤部・会計室などを担当（相崎所属）  

・文教福祉常任委員会：健康福祉部・こども未来部・教育委員会を担当  

・生活企業常任委員会：市民自治部・伊丹病院・水道局・交通局を担当  

・都市消防常任委員会：都市活力部・都市基盤部・消防局を担当 
 ※議会の運営に関する協議を行う「議会運営委員会」もあり 
 

 まずは常任委員会について。メイン業務は議案の審議です。議会では毎回、議案（こう決めて良いです

か？という案）が多く上がってきます。議案の審議はとても重要ゆえ、各常任委員会に振り分けてそれぞれ

の委員会で深く議論します。その議論を基に全議員が賛否を判断し、賛成多数で議案が実現可能となりま

す。その他、重要な案件がある時などは委員協議会を開催して議論します。 

 私は現在、総務政策常任委員会に所属しています。現在の大きな課題である「ネオ伊丹ビル（市所有のビ

ル）の売却」などは当委員会にかかっており、骨のある委員会になっています。過去、文教福祉常任委員会

だった時は、公立保育所民営化が当委員会にかかり、何回も委員協議会を開催した記憶があります。 

 総務政策常任委員会では、公社などの運営チェックも重要事項です。「伊丹市文化振興財団」「伊丹ス

ポーツセンター」などの予算決算は総務政策の委員協議会に報告されます。各々の熱心な運営は十分認

識していますが、漫然とした財政感覚はこのご時世許されず、議員は厳しくチェックする役目を担っています。

私は応援のスタンスに立ちながらも、現状の費用対効果や、今後の具体的な運営改善などの具体的な追

及をと発言を重ねています。 
 

●特別委員会とは？ 
・議会改革特別委員会：市民に開かれた議会・議会の充実に向けて議会改革を推進する（相崎所属）  
・飛行場対策特別委員会：飛行場に関して発生する諸問題に取り組み，市民生活の安定を期する 
・中心市街地活性化等対策特別委員会：中心市街地の活性化対策・大型店開発に伴う諸問題に対し 
    調査研究し，市民生活の快適性・利便性の向上を図る  
 ※予算決算の審査では「予算審査特別委員会」「決算特別委員会」が設けられる 
 
 次に特別委員会について。その自治体での特別な課題について議論する機関で、開催時期や内容は課
題に応じて様々です。私は現在、議会改革特別委員会に所属しています。その名の通り、議会の改革を推
進する会で、今期（２０１１年～）に発足した委員会。月１回の頻度で開催し、その間に分科会（さらなる専門
チーム）を実施しています。「市民に開かれた議会」「充実した議論を行う議会」「行政と対峙できる議会」を
目指し、議論を重ねています。実現した事柄は、本会議のインターネット配信・議会報における議員個人の
賛否の明記・委員会傍席拡大・過分な審議会参加からの撤退・・・まだまだ実現していく予定。私は「議会改
革の先導役になる！」との気概で熱く発言しています。  
 
●全体を見据えながら、専門性も！ 
 市議会議員として、市政全般の課題に立ち向かうことは当然です。ただ、委員会は専門チームですから、
自身が所属する委員会にかかる事柄は、より深く調査研究し、課題解決に当たらねばなりません。 
 今後も委員会で厳しく議論を重ねるとともに、内容はこの「ＩＴＡＭＩ大好き！」などで随時ご報告いたします
（年４回発行→月刊にしたので多くをご報告できると張り切り中）。またご意見をお願いいたします。 
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中でも９月議会は、前年度の決算審査が入る中身の濃い議会。この期間はひたすら質問準備と
政策調査です。忙しいですがより良い伊丹を目指して尽力します。

●
 
に関わり、大変楽しみにしていたイベントです。参加女性議員は、
子さん・山薗有理さん・相崎
 
 
 
 
いただきました。私は進行役。大変盛り上がり、時間が足りないほどでした。
 
 
●
 
 
そしてカタチになればなお良いね、カタチにするには議員という選択肢もあるよ、というわけです。
 
なるほど、声を出そうという第一段階はクリアしても、次の具体的なアクション方法が難しいのです。行政で
も仕組みを作ってはいるが、まだまだということなのでしょう。
 
 
いたのですが、茶話会的なものを開催していこうかと思います。
 
リートークで大盛り上がりだったことが物語っています。検討いたしますゆえ楽しみにお待ちくださいませ。

「女性議員と語ろう！」開催！

委員会とは何ぞや？！ 

「学校給食センター」視察！
 
センター方式で一括調理しています。翻って中学校は完全給食を実施していません。
 
 
 
調理されています。時間をずらす、調理員を増やす、量を多く作る、レトルト食品を活用
するなどの案はありますが、小学校給食の質が低下する恐れがあります。
 
めて、様々な角度から研究調査を実施し、今後随時ご報告してまいります。

相崎は「総務政策」
「議会改革」の委員会
に所属中！ 


